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講義名 研究演習Ⅰ(経)

森澤　龍也担当教員

後期 月曜日 ２時限開講期・曜日・時限講義コード 12213

ナンバリング・コ
ード SEM250

授業形態

概要説明

　この演習では、「現代経済の実証分析」を基本テーマとして、経済データや資料などの「証拠」や、これまでの「歴史」的な経緯を踏まえて、「論拠」を大事に
しながら、現代経済の諸問題について考えます。受講生のみなさんには自分の選んだ研究テーマに関して「証拠に基づいて議論する」姿勢が求められます。テーマ
については、経済に関係していることであれば、どのようなものでも自由です。

［研究演習Ⅰ（2年次後期）］
　時事討論や発表を通して、現代経済の理解のための基礎的な勉強を行います。
受講生の希望を考慮して、PC実習も考えています。
［研究演習Ⅱ（3年次）］
　前期は個別研究ないし共同研究、後期は卒業論文のテーマ選択・準備作業を念頭においた個人報告を予定しています。
受講生の希望を考慮して、PC実習も考えています。
［卒業研究（4年次）］
　卒業論文に必要な文献報告、概要報告、論文作成の個人指導を行う予定です。

森澤龍也ゼミナール（データでみる現代経済)

演習分野学部・学科

経済学部経済情報学科

主な卒業論文のタイトル

・1990年代の日本経済における不良債権問題
・日本の道州制について
・ガソリンの代替エネルギーで走行する次世代自動車について
・日本におけるTOBの実用性について
・確定拠出型年金『日本版401k』
・不安定就労者問題の実態と対策について
・地方財政破綻からの再生は可能か
・国債について
・噂が経済に対して与える経済損失
・関西圏における三空港の今後の在り方について
・戦後日本における流行歌と経済変動との関わり
・非伝統的金融政策に関する考察―その導入過程と政策効果の検討―
・信用金庫の存在意義
・日本経済の長期停滞について―デフレの要因分析と金融政策の有効性と限界―
・若者の消費行動の変化
・新型コロナウイルス感染拡大と世界の比較、拡大原因の追究
・サブカルチャーによる持続的な地方創生は可能なのか

教員からの要望

ゼミの指導に当たって、重視しているのは、「規律と自由の調和」です。一定の規律のもと、自由な発想に基づき、自発的に活動することができれば、ゼミは自ず
と実り豊かなものになると考えています。

選考方法

基本的には提出書類および当ゼミ個別ガイダンスへの参加状況によって選考します。

評価方法

討論参加・発表：50%　課題・レポート：50%
遅刻・欠席は減点対象となる。

教員英字氏名 研究室

Morisawa Tatsuya 研究棟Ⅲ 3402研究室

最終学歴

関西学院大学大学院経済学研究科博士課程後期課程

学位

博士（経済学）〔関西学院大学〕

主な研究活動・社会活動・研究業績

2008年 『資産市場と実体経済―日本経済の計量分析―』、千倉書房。
2015年 『レクチャー＆エクササイズ金融論』、新世社。
2023年 "On the Validity and Stability of the Consumption-based Capital Asset Pricing Model Considering Land Prices," Japanese Journal of Monetary
and Financial Economics Vol. 11, pp. 1-18. (with M. Kozuka)

趣味・特技

多少、収集癖および放浪癖あり

所属

経済学部経済情報学科

日本経済学会　日本金融学会　日本財政学会

専門分野

応用計量経済学　金融論　日本経済論

担当科目

現在の担当科目：　データでみる現代経済　経済情報処理Ⅰ・Ⅱ　計量経済分析　など
過去の担当科目：　金融機関論　ファイナンスシステム論　など

備考

実務経験の有無及び活用

実務経験なし

所属学会

到達目標・成果物

到達目標：
①経済問題に関連する記事・ニュースを理解するために必要な基礎知識を習得することができるようになる。
②レポート、口頭報告を通じて自己表現力（文章表現力、プレゼンテーション力）を修得することができるようになる。
③自分の「問題意識」から「仮説」をたて「実証分析」できるようになる。

成果物：
研究演習Ⅰ：発表資料、課題レポート
研究演習Ⅱ：発表資料、課題レポート（共同研究実施の際は成果論文）
研究演習Ⅲ：発表資料、レポート（卒業論文執筆の場合は要約レポート、それ以外は演習レポート）
卒業論文：選んだ研究テーマに沿って執筆した論文を締め切りまでに提出


